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入
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式
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教育費 14億7,926万円 民生費 38億3,157万円

衛生費 24億4,213万円

市民一人当たり　４万8,272円

学校教育や文化芸術に

子ども・高齢者福祉に

放射能対策や健康・環境衛生に

1

2

3

総務費
　
　

13億3,614万円
市民一人当たり　４万3,602円
職員人件費や各種計画に

土木費
　
　

12億3,890万円
市民一人当たり　４万429円
道路や河川・公園整備に

公債費
　
　

10億4,196万円
市民一人当たり　３万4,002円
借金返済に

商工費
　
　

７億4,115万円
市民一人当たり　２万4,186円
商工業・観光振興に

農林水
産業費
　

５億6,234万円
市民一人当たり　１万8,351円
農林業の振興に

消防費
　
　

4億9,874万円
市民一人当たり　1万6,275円
消防・防災に

議会費
　
　

１億8,186万円
市民一人当たり　5,935円
議員報酬・議会運営に

 労働費・予備費等 9,595万円
　　　　　市民一人当たり　3,131円

※Ｈ29. ３.31の住民基本台帳人口30,644人

市民一人当たり
約44万円

市民一人当たり　12万5,034円

市民一人当たり　７万9,694円

もとみや議会だより第47号 2

予算概要

134億 ５千万円



岩根幼稚園入園式

３
月
定
例
会
は
次
年
度
の
予
算
を

審
議
す
る
大
切
な
議
会
で
す

わたしたちの
将来のために使ってね！

もとみや議会だより第47号3

予算概要

予
算
編
成
方
針

「
み
ん
な
が
活
躍
!!

　
未
来
に
つ
な
が
る

　
　
　
も
と
み
や
創
生
」

　

市
民
一
人
一
人
が
輝
く
住
み

良
い
ま
ち
、
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
本
市

発
展
と
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
を
基
本
方
針
と
し
、
特
に
次

の
施
策
に
重
点
的
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

・
定
住
促
進

・
本
宮
駅
東
西
ア
ク
セ
ス
整
備

・
子
育
て
支
援

・「
し
ご
と
」
創
出

・
教
育
環
境
の
充
実

・
老
人
憩
の
家
の
整
備

・
道
路
改
良
・
橋
の
長
寿
命
化

・
担
い
手
農
家
の
育
成

・
総
合
計
画
の
策
定

・
国
際
交
流

・
放
射
能
除
染

・
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し

て
い
く
上
で
、
財
政
健
全
化
を

堅
持
し
つ
つ
、
地
域
や
市
民
と

の
協
力
関
係
を
密
に
し
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
効
果

的
か
つ
複
合
的
に
実
施
し
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
。

29年度
予算  一般会計134億 ５千万円

住宅除染完了等により
前年度比35％の減



各会計予算額

一般会計 134億5,000万円

国民健康保険（事業勘定）
特別会計（直営診療施設勘定）

34億6,714万円
1億2,991万円

後期高齢者医療特別会計 2億6,792万円

介護保険特別会計 24億6,119万円

公共下水道事業特別会計 8億533万円

工業用地造成事業特別会計 5億9,409万円

工業用地資産運用事業特別会計 1億1,462万円

水道事業会計 9億3,486万円

総　　計 222億2,506万円

行政区へどの程度
補助するのか
問　自主防災組織を設立した行政区が実施する防災
訓練に訓練の費用を補助するということだが、どの
くらいを見込んでいるのか。

答　防災活動を行った行政区に対し、世帯数によっ
て１００世帯までのところは１万５千円、２００世帯ま
では３万円、２０１世帯以上は４万５千円を交付した
いと考えている。

企業ガイドホームページとは
問　企業ガイドホームページ作成委託料について、
どのようなホームページなのか。工業団地候補地の
掲載などは予定しているのか。

答　工業団地の立地企業に限らず、約２００社程度
の企業の情報が見られる、定住促進にも役立つよう
なホームページにしたいと考えている。工業団地の
PRは、現段階で企業から引き合いがないことや、
都市計画や農振等の問題もあり、検討したい。

出会い創出事業の予定は
問　出会い創出事業委託料が増額されている。平成
２８年度は２回の実施だったが、平成２９年度の予定
は。また規模は。

答　平成２９年度は３回の実施を予定している。規
模は概ね同程度と考えているが、過去２回の課題等
を検証し開催したい。

総務費

総務費

商工費

一般会計の歳入内訳

市税 38億6,082万円

地方交付税 30億58万円

県支出金 21億8,985万円

国庫支出金 13億893万円

繰入金 7億9,499万円

市債 7億6,990万円

地方消費税交付金 5億4,614万円

地方譲与税 1億7,787万円

分担金及び負担金 1億2,825万円

繰越金 8,000万円

その他（使用料等） 5億9,267万円

総　　計 134億5,000万円

予算審査質疑
ピックアップ

もとみや議会だより第47号 4

予算審査



上ノ橋先線はどうなったのか
問　上ノ橋先線道路整備事業は３７０万円の増額で
ある。昨年の答弁では合併支援道路と並行して進め
て、地域住民と意見交換をして一つの案にしていく
とのことだったが、どのような案にまとまったのか。

答　新たな上ノ橋から合併支援道路を結ぶルートの
中で、地域住民の意見を踏まえ一つの案で検討して
いくことになった。今後そのルートを地域の方にお
示ししながら、進めていきたい。

風評被害対策事業の内容は
問　当初予算に風評被害対策事業業務委託料が加
わったが、その内容は。

答　例年、県の補助金が確定してから補正予算で計
上していた。内容は、相模女子大と日大経済学部の
学生に除染や検査状況を見学していただき、本市の
農産品のおいしさ、安全・安心をPRしていただい
ている。平成２９年度は現段階で確認できたため当
初予算に計上した。

五百川駅の整備をどう進めるか
問　五百川駅前整備に関する予算計上は委員
会報酬のみとなっているが、今後どういう形
で整備に向け進めていくのか。

答　五百川駅は、まずは危険回避なのか、大
きな枠組みで考えるのか、地元の意見も聴取
しなければならない。また、インター周辺を
どうするか決めていかないと本宮は後れを取
る。やらなければならない大きな仕事で、しっ
かりとした準備と基盤を固め進めたい。

国際交流の効果は
問　ロンドンは物理的に遠すぎる。国際交流
の目標や効果は。

答　縁も物語もない国際交流はその場で終わっ
てしまう可能性が大きいが、庭園を通じた交
流がロンドンとできたことは大きなチャンス
であり、未来を担う子どもたちや市民の方に
とって非常に有意義なものだと思っている。

保育所臨時職員の募集は
問　待機児童を出さないという意味でも、保育所の
臨時職員が定員を割り込まないように他市町村では
募集の説明会を実施している。平成２９年度の募集
に対する説明会等の予定はあるのか。

答　臨時職員の募集は、チラシの各戸配付、ホーム
ページやハローワーク、学校等へ出向いて募集を
行っている。また、実習生の勧誘も行っている。

総合計画策定に市民の意見を
問　第二次総合計画策定に向け、若者や地
域、職業、男女別など幅広く語り合い、その
中から具体的な政策立案をお願いしたいが、
市長の所見は。

答　多くの方の意見を聞くことはとても大切
であり、全く同感である。出前講座や懇談会
などをフル活用し、取り組みたい。

農地転用の方向性は
問　本宮駅西口の整備と合わせて、農地転用
の方向性は。

答　自由通路が開通すれば本宮駅西側の利便
性は格段に増す。その中で駅西側の農地転用
については、地権者の意向もあるが、大森・
一ツ屋線から東側は農地転用が可能だと理解
している。

▲相模女子大の学生の見学の様子

民生費

農林水
産業費

市
長
へ
の
総
括
質
疑

土木費

もとみや議会だより第47号5

予算審査



定 ３
例 月
会

各会計予算など

35議案を可決

　

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
平
成
28

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な

も
の
は
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債

基
金
、
教
育
施
設
等
整
備
事
業
基

金
等
へ
の
積
立
金
や
、
安
達
地
方

広
域
行
政
組
合
へ
の
負
担
金
、
堆

肥
生
産
組
合
の
車
両
購
入
経
費
へ

の
補
助
金
、
そ
の
他
、
各
種
事
業

の
決
算
見
込
み
に
よ
る
補
正
等
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
安
達
地
方
広

域
行
政
組
合
へ
の
負
担
金
は
、
も

と
み
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
建
設
中
の
資
源
物
処
理
施
設

の
補
助
裏
分
が
、
震
災
復
興
特
別

交
付
税
に
て
措
置
さ
れ
る
こ
と
か

ら
計
上
す
る
も
の
で
す
。

保
育
士
の
負
担
は

問　

募
集
し
て
も
応
募
が
な
く
、

保
育
所
の
臨
時
職
員
賃
金
が
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
分
保
育
士

が
過
重
労
働
に
な
っ
て
い
な
い
の

か
。

答　

保
育
士
一
人
に
対
し
て
預
か

れ
る
子
ど
も
の
数
は
決
ま
っ
て
お

り
、
保
育
士
の
負
担
が
増
え
て
い

る
と
い
う
状
況
に
は
な
っ
て
い
な

い
と
考
え
て
い
る
。

東
電
か
ら
の
支
払
い
状
況
は

問　

歳
入
で
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
金
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
市

の
請
求
分
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

支
払
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　

約
８
億
９
千
万
円
を
請
求

し
、
支
払
わ
れ
た
額
は
今
回
の
約

５
千
万
円
を
合
わ
せ
て
約
１
億
３

千
万
円
で
、
15
％
程
度
と
な
っ
て

い
る
。

各
種
基
金
へ
積
み
立
て

財
政
運
営
の
安
定
化
を
図
る

議
　
案
　
質
　
疑

一
般
会
計
補
正
予
算

　

３
月
定
例
会
（
第
１
回
本
宮
市
議
会

定
例
会
）
は
、
市
長
か
ら
条
例
の
制
定

や
各
会
計
予
算
な
ど
34
議
案
と
報
告
１

件
、
議
員
か
ら
は
発
議
１
件
が
提
出
さ

れ
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
全

て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
陳
情
１
件
が
提
出
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
不
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
は
、
平
成
29
年
度
の
各
会

計
の
予
算
が
上
程
さ
れ
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
４
日
間
に
わ

た
っ
て
集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
詳

細
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

もとみや議会だより第47号 6

議案審議



一般会計補正予算

9,461万円を増額
平成28年度

《一般会計補正予算の主な内訳》

歳出
財政調整基金積立金
� …１億5,988万円
減債基金積立金
� …１億5,000万円
教育施設等整備事業基金積立金
� …１億円
安達地方広域行政組合負担金
� …6,566万円

歳入
市民税（現年課税分）
� …１億400万円
福島原子力発電所事故に伴う損害賠償金（過
年度分）
� …5,112万円

▲将来のために積み立てます。

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
事

教
育
委
員
会
委
員
（
再
任
）

谷　
　

明
子 

氏
（
本
宮
字
南
町
裡
）

もとみや議会だより第47号7

議案審議



もとみや議会だより第47号 8もとみや議会だより第47号 8

常任委員会審査

ス
ポ
少
の
使
用
料
は

説
明　

貸
出
用
の
ピ
ッ
チ
ン

グ
マ
シ
ン
を
導
入
し
た
た

め
、
使
用
料
の
規
定
を
条
例

に
追
加
す
る
。

問　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
利
用
し
た
場
合
の
使
用

料
は
。

答　

施
設
お
よ
び
付
帯
施
設

の
使
用
料
は
全
額
免
除
と
な

る
。

交
付
方
法
は
変
わ
る

の
か

説
明　

自
主
防
災
組
織
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
自
主
防

災
組
織
を
設
立
し
て
い
る
行

政
区
が
実
施
す
る
防
災
訓
練

に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
す

る
も
の
で
あ
る
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
設
立

形
態
に
よ
り
交
付
方
法
は
変

わ
る
の
か
。

答　

基
本
的
に
行
政
区
ご
と

の
防
災
訓
練
に
対
し
て
行
政

区
へ
交
付
し
て
い
く
が
、
２

行
政
区
以
上
で
組
織
さ
れ
て

い
る
自
主
防
災
組
織
や
、
２

行
政
区
以
上
が
合
同
で
行
う

場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら

の
所
属
行
政
区
へ
交
付
し
て

い
く
。

平
成
29
年
度
以
降
は

説
明　

平
成
27
年
度
か
ら
の

保
険
料
の
軽
減
を
平
成
29
年

度
ま
で
継
続
す
る
も
の
で
あ

る
。

問　

平
成
30
年
度
以
降
の
介

護
保
険
料
の
軽
減
は
。

答　

国
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
の
動
向
に
よ
り
決
定
さ
れ

る
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
の

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
内
容
を
含
め
て
い
き
た
い
。

現
地
調
査

　

生
活
圏
域
の
森
林
除
染
の

現
地
調
査
を
実
施
し
、
現
状

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

本
宮
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正

屋
内
運
動
場
条
例
の

一
部
改
正

他
計
画
内
経
費
の
反

映
は

説
明　

平
成
32
年
度
ま
で
の

計
画
と
し
て
、
推
計
条
件
、

継
続
事
業
、
計
画
事
業
等
に

つ
い
て
必
要
な
説
明
を
追
加

し
た
内
容
で
あ
り
、
今
回
が

最
終
改
定
と
な
る
。

問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
示
さ
れ
た
経
費
は
計

画
に
反
映
し
な
い
の
か
。

答　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
は
、
総
務
省
が
示
す
書

式
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
市

の
財
政
運
営
に
内
容
を
反
映

で
き
る
か
精
査
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
各
公
共
施
設
の

維
持
管
理
等
に
関
し
て
個
別

に
計
画
を
検
討
中
で
あ
り
、

そ
の
計
画
が
具
体
的
に
な
っ

た
段
階
で
平
成
33
年
度
以
降

の
財
政
運
営
計
画
に
含
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

自
主
的
財
政
健
全
化

計
画
の
変
更

本
宮
市
行
政
区
長
及
び
行

政
連
絡
員
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▲導入されたピッチングマシン

▲森林除染現場現地調査

生活福祉常任委員会
　本宮市行政区長及び行政連絡員設置等に関する条例の一
部を改正する条例制定についてのほか３件の議案が付託さ
れました。主な審議内容は、次のとおりです。

総務文教常任委員会
　本宮市屋内運動場条例の一部を改正する条例制定につ
いてのほか８件の議案が付託されました。主な審議内容
は、次のとおりです。
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常任委員会審査・視察研修報告

　

１
月
24
日
に
、
千
葉
県
佐

倉
市
に
お
い
て
、
議
会
運
営

全
般
、
議
会
改
革
及
び
議
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ

い
て
、
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て

は
、
議
会
改
革
推
進
委
員
会

と
広
報
広
聴
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
常
任
委
員
会

や
特
別
委
員
会
で
は
な
く
、

そ
の
他
の
委
員
会
と
し
て
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
議
会
改
革
で
す
が
、

議
会
改
革
推
進
委
員
会
で
継

続
的
に
調
査
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
主
な
成
果
と
し

て
、
政
務
活
動
費
の
取
り
扱

い
基
準
の
見
直
し
、
各
種
審

選
定
の
公
平
性
は

説
明　

指
定
管
理
期
間
満
了

に
伴
う
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
。

問　

同
じ
指
定
管
理
者
が
続

い
て
い
る
が
、
選
定
の
公
平

性
は
保
た
れ
て
い
る
か
。

答　

公
募
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
防
災
行

政
無
線
等
で
行
っ
た
結
果
、

一
業
者
の
み
の
応
募
で
あ
っ

議
会
等
へ
の
議
員
参
画
の
見

直
し
、
各
種
団
体
、
組
織
と

の
意
見
交
換
会
の
開
催
な
ど

で
す
。
特
に
、
市
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
広
聴

の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

次
に
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
で
す
が
、
平
成
25
年

６
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

平
成
29
年
度
に
更
新
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
の
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
は
、「
実
施
し
た

こ
と
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
面
は

な
く
、
費
用
に
つ
い
て
も
安

価
に
実
施
で
き
て
い
る
た

め
、
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る

手
段
と
し
て
、
一
定
の
効
果

は
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。」

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
佐

倉
市
で
は
、
以
前
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
議
会
中
継

を
行
っ
て
い
た
た
め
、
高
画

質
の
撮
影
機
器
の
設
置
費
用

な
ど
の
初
期
投
資
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
は
、
各
議
会
に

よ
っ
て
多
様
な
考
え
方
と
手

法
が
あ
り
、
本
市
の
状
況
に

最
も
合
う
姿
を
検
討
し
て
い

く
た
め
、
今
後
も
さ
ら
に
調

査
研
究
を
重
ね
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

た
。
さ
ら
に
、
庁
内
の
審
査

委
員
会
で
経
営
方
針
や
経
営

意
欲
を
審
査
し
指
定
し
て
お

り
、
公
平
性
は
確
保
さ
れ
て

い
る
。

説
明　

水
道
事
業
の
変
更
認

可
に
伴
い
、
条
例
の
計
画
給

水
人
口
及
び
計
画
一
日
最
大

給
水
量
の
変
更
を
行
う
。

陳
情
の
審
査
結
果

　

陳
情
第
１
号
「
農
業
者
戸

別
所
得
補
償
制
度
の
復
活
を

も
と
め
る
陳
情
」
は
、
本
制

度
は
農
家
に
と
っ
て
農
業
所

得
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な

制
度
で
あ
る
が
、
本
制
度
を

原
資
と
し
、
新
た
な
収
入
保

険
制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

財
源
の
見
込
み
が
立
た
ず
、

要
望
は
見
送
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
全
委
員
の
意
見
が
一

致
し
、
不
採
択
と
決
定
し

た
。

本
宮
市
営
駐
車
場
指

定
管
理
者
の
指
定

本
宮
市
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▲市営駐車場の指定管理者を指定

▲千葉県佐倉市視察研修

議会運営委員会

議会改革の先進地を視察

産業建設常任委員会
　本宮市営駐車場指定管理者の指定についてのほか議案
１件、陳情１件が付託されました。主な審議内容は、次
のとおりです。
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特別委員会審査

本宮駅周辺整備検討特別委員会

今後の方針を協議

本
設
計
を
進
め
て
お
り
、
平
成

28
年
度
中
に
完
成
す
る
。
平
成

29
年
度
は
基
本
設
計
に
基
づ
き

実
施
設
計
を
進
め
る
予
定
で
あ

る
。
本
宮
駅
西
口
広
場
整
備
に

つ
い
て
は
、
用
地
測
量
等
詳
細

設
計
に
着
手
し
て
お
り
、
あ
わ

せ
て
用
地
協
議
も
進
め
て
い

る
。（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
本

　

２
月
28
日
開
催
の
委
員
会

で
は
、
執
行
部
か
ら
現
在
の

状
況
や
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
今
後
の

委
員
会
運
営
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、「
本
宮

駅
東
西
自
由
通
路
及
び
本
宮

駅
舎
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
基
本
協
定
を
締
結
し
基

宮
駅
周
辺
整
備
推
進
検
討
委
員

会
等
の
意
見
を
ま
と
め
、
基
本

設
計
を
進
め
て
お
り
平
成
28
年

度
中
に
作
成
す
る
。
ま
た
、
駐

車
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
都

市
再
生
整
備
計
画
に
盛
り
込
む

た
め
、
詳
細
な
整
備
計
画
を
作

成
し
な
が
ら
、
県
や
国
と
調
整

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。」

と
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
「
本
宮
駅
周
辺
環

境
整
備
事
業
に
つ
い
て
一
定
の

方
向
性
が
決
定
し
た
こ
と
か

ら
、
委
員
会
の
所
期
の
目
的
は

達
成
さ
れ
た
た
め
、
委
員
会
を

解
散
す
べ
き
で
あ
る
。」
や
、

「
委
員
会
を
解
散
す
る
に
あ
た

り
、
執
行
部
に
要
望
書
を
提
出

し
て
解
散
す
べ
き
。」
等
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
に
つ
い
て
協
議
し

た
結
果
、

■
本
宮
駅
東
西
自
由
通
路
、
西

口
広
場
を
含
め
た
本
宮
駅
周

辺
環
境
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
自
主
的
財
政
健
全
化
計

画
を
遵
守
し
な
が
ら
、
市
民

の
意
見
を
十
分
に
検
討
し
た

上
で
、
事
業
計
画
を
進
め
る

こ
と
。

■
本
宮
駅
舎
及
び
（
仮
称
）
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
市
民
の
意
見
が
反
映
さ

れ
、
誰
で
も
が
利
用
し
や
す

い
施
設
と
し
、
利
用
者
駐
車

場
も
配
慮
す
る
こ
と
。

　

以
上
の
２
点
に
つ
い
て
、
市

へ
要
望
す
る
よ
う
議
長
に
報
告

す
る
こ
と
で
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
の
中
で
、「
特

別
委
員
会
が
終
了
し
て
も
、
議

会
と
し
て
事
業
が
完
了
す
る
ま

で
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
の
補
助
率
堅
持
の
た
め
の
国

へ
の
要
望
を
行
い
な
が
ら
、
本

事
業
計
画
の
実
施
に
あ
た
り
、

財
政
計
画
を
含
め
引
き
続
き
調

　

特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

に
基
づ
き
、
議
長
か
ら
市
長

に
対
し
、「
本
宮
駅
周
辺
整

備
に
係
る
要
望
書
」
を
３
月

査
し
、
改
善
、
変
更
、
市
民
の

声
を
伝
え
て
い
く
べ
き
。」
と

の
意
見
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

６
日
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
特
別
委
員
会
は

３
月
定
例
会
で
終
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

市長に要望書を提出

▲本宮駅東西自由通路・駅舎
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意見等の対応報告

意見・要望への対応をお知らせします
　昨年10月25日、26日に開催した市民との意見交換会でいただいた皆さんの意見・要
望を、12月16日と１月20日の全員協議会で「市長に伝えるもの」と「議会にて処理す
るもの」に精査分別し、対応方針を決定しました。

議会にて処理するもの
政務活動費のさらなる公開などを決定
　議会にて処理するものは、１月20日と２月21日の全員協議会で協議し、議会として
対応するものと個人で対応するものに振り分けを行いました。議会として対応するも
のの内容の一部をご紹介します。

本
宮
第
一
中
学
校
区

白
沢
中
学
校
区

本
宮
第
二
中
学
校
区

・
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
議
会
で

も
人
口
減
少
や
財
政
再
建
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
調
査

や
視
察
を
し
て
勉
強
し
て
ほ
し

い
。

→
視
察
研
修
は
、
議
会
の
委
員
会

と
し
て
案
件
別
に
取
り
組
ん
で

い
る
中
で
、
他
の
自
治
体
の
視

察
研
修
を
実
施
し
て
、
本
宮
に

ど
れ
だ
け
プ
ラ
ス
に
な
る
か
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

・
議
会
だ
よ
り
第
45
号
の
討
論
で

陳
情
第
６
号
「
臨
時
国
会
で
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
を
批
准
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書
」
を
付
託
さ

れ
た
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

は
採
択
さ
れ
た
の
に
、
本
会
議

で
は
不
採
択
と
な
っ
た
。
こ
れ

が
分
か
り
に
く
か
っ
た
の
で
、

広
報
は
も
っ
と
分
か
り
や
す
く

し
て
ほ
し
い
。

→
委
員
会
で
可
決
し
た
も
の
が
本

会
議
で
通
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
が

議
会
で
あ
る
と
考
え
る
。
広
報

は
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
す
る

よ
う
議
会
で
改
善
し
て
い
く
。

・
開
か
れ
た
議
会
で
は
、
政
務
活
動
費

の
収
支
報
告
書
や
領
収
書
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
る
が
、
本
宮

市
は
ど
う
か
。

→
今
ま
で
も
収
支
報
告
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
た
が
、
今
後
は
支
払

先
や
経
費
の
内
容
等
を
記
載
し
た
支

出
総
括
表
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

す
る
予
定
で
あ
る
。

・
前
回
の
意
見
交
換
会
の
後
、
執
行
部

に
伝
え
る
も
の
と
議
会
で
対
処
す
る

も
の
に
精
査
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
わ
か
ら
な

い
。

→
議
会
で
対
応
す
る
も
の
は
議
会
だ
よ

り
第
44
号
の
通
り
で
あ
る
。
市
へ
伝

え
た
も
の
は
市
政
状
況
か
ら
判
断
願

い
た
い
。

・
せ
っ
か
く
の
意
見
交
換
会
な
の
で
議

員
個
々
の
意
見
も
聞
き
た
い
。
そ
れ

で
な
い
と
意
見
交
換
に
な
ら
な
い
の

で
は
。

→
議
会
と
し
て
の
意
見
交
換
会
な
の

で
、
議
会
と
し
て
の
方
向
性
等
は
説

明
で
き
る
が
個
人
の
意
見
は
差
し
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
政
務
活
動
費
の
可
視
化
に
つ
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
常
に

誰
で
も
政
務
活
動
費
の
使
途
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

→
今
ま
で
も
収
支
報
告
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
た
が
、
今

後
は
支
払
先
や
経
費
の
内
容
等

を
記
載
し
た
支
出
総
括
表
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予

定
で
あ
る
。

・
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
開
発
で

は
、
工
場
誘
致
、
住
宅
団
地
造

成
な
ど
人
口
が
増
え
る
方
策
や

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
要
請
し
て

ほ
し
い
。

→
和
田
地
区
の
人
口
減
少
問
題
は

毎
回
、
一
般
質
問
な
ど
で
話
が

出
て
い
る
。
人
口
増
加
は
、
働

く
と
こ
ろ
と
住
む
と
こ
ろ
が
あ

る
こ
と
、
子
育
て
施
策
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と

し
て
考
え
ら
れ
、
企
業
誘
致
に

は
現
在
の
社
会
情
勢
で
は
手
を

上
げ
る
企
業
が
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
議
会
で
も
要
望
し
て
い

る
。

主
な
ご
意
見

主
な
ご
意
見

主
な
ご
意
見
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・
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

学
校
の
誘
致
を
進
め
て
ほ
し

い
。
優
秀
な
子
ど
も
を
発
掘
す

る
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
を
伸
ば
す
取

り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

・
市
の
文
化
遺
産
が
あ
ま
り
な
い

の
で
、
残
す
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
ほ
し
い
。

・
青
田
地
区
の
会
津
街
道
沿
い
や

堆
肥
セ
ン
タ
ー
付
近
の
中
学
校

通
学
路
は
、
街
路
灯
が
少
な
く

危
険
な
の
で
街
路
灯
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。

・
孫
市
地
区
で
も
空
き
家
が
増
え
、

ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
い
る
所
も
あ

り
、
遠
く
に
住
ん
で
い
る
家
主

に
連
絡
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
場
合
が
あ
る
の
で
、
空
き
家

の
状
況
調
査
を
し
て
も
ら
い
た

い
。

・
８
月
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
検
証
を

し
て
、
再
発
防
止
に
努
め
て
ほ

し
い
。

・
安
達
太
良
川
（
線
路
よ
り
上
流
）

の
草
刈
り
を
お
願
い
し
た
い
。

・
東
西
自
由
通
路
の
基
金
積
み
増

し
を
も
っ
と
可
能
な
限
り
お
願

い
し
た
い
。

・
本
宮
市
も
間
違
い
な
く
人
口
は

減
っ
て
く
る
。「
へ
そ
の
ま
ち
」

と
し
て
市
長
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
が
、
行
政
と
し
て
先
を

見
越
し
て
考
え
る
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
。

・
人
口
増
が
活
性
化
に
つ
な
が

る
。
本
宮
市
外
へ
の
人
口
流
出

を
防
止
す
る
こ
と
。
現
在
の
空

き
家
や
仮
設
住
宅
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
海
外
か

ら
の
移
民
や
戦
争
難
民
を
救
済

す
る
よ
う
な
受
け
入
れ
態
勢
を

整
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
図
る

と
い
っ
た
考
え
方
を
。

・
英
国
庭
園
で
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

テ
ィ
ー
を
や
る
な
ど
来
た
人
に

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
い
、
造

園
の
資
金
に
回
す
よ
う
な
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
、
観
光
資
源
に

す
る
の
で
あ
れ
ば
起
爆
剤
に
し

て
ほ
し
い
。

本
宮
第
一
中
学
校
区

ちなみに平成27年度の要望はこのように対応されました。（一例）
・ふるさと納税の宣伝が足りないのではないか。
　→ホームページでのPRの強化や物産フェア等でのチラシ配布を実施。平成28年度の
ふるさと納税の件数は、２月１日現在で58件と過去最高となっている。

・合コンを企画するなど結びつける事業をしてほしい。
　→平成28年度中に婚活パーティーを２回実施。合計13組のカップルが誕生。

市長に伝えるもの
　市長に伝えるものは、市民の率直な意見と

して２月10日に市長に提出しました。内容の

一部をご紹介します。

　市長に伝えるものの詳細は、本宮市議会の

ホームページに掲載しています。



もとみや議会だより第47号13 もとみや議会だより第47号13

意見等の対応報告

・
近
所
の
市
道
は
片
側
が
田
、
道

路
が
有
り
Ｕ
字
溝
、
山
と
続

く
。
こ
の
山
の
よ
せ
刈
り
を
し

て
も
木
の
枝
が
道
に
か
ぶ
さ
り

道
幅
が
狭
く
な
り
、
交
通
安
全

上
支
障
を
来
し
て
い
る
。

・
白
沢
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

だ
け
だ
が
、
ま
ゆ
み
ア
リ
ー
ナ

の
よ
う
に
ガ
ラ
ス
面
に
ネ
ッ
ト

を
設
置
す
る
こ
と
で
野
球
・

サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
屋
外
ス
ポ
ー

ツ
で
も
活
用
で
き
る
の
で
は
。

・
和
田
の
児
童
が
減
少
し
て
い

る
。
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ン
沿
線
の

開
発
を
是
非
要
望
す
る
。
工
場

誘
致
、
住
宅
団
地
造
成
な
ど
人

口
が
増
え
る
方
策
を
。

・
大
玉
村
は
人
口
が
増
え
て
い

る
。
避
難
者
の
方
も
多
い
と
聞

く
。
造
成
し
て
分
譲
で
は
間
に

合
わ
な
い
。
減
反
し
て
い
る
土

地
に
住
宅
団
地
を
造
成
し
て
は

ど
う
か
。

・
中
央
公
民
館
の
耐
震
診
断
が
平

成
29
年
度
ま
で
か
か
る
と
い
う

が
な
ぜ
そ
ん
な
に
遅
れ
る
の

か
。
高
齢
者
で
２
階
に
上
が
る

の
が
大
変
で
行
事
に
参
加
で
き

な
く
帰
る
人
も
い
る
。
ま
た
車

い
す
の
人
も
上
が
れ
な
い
。
何

か
と
言
う
と
お
金
の
話
で
と
い

う
が
、
あ
れ
だ
け
多
く
の
人
が

利
用
し
て
い
る
の
に
後
回
し
で

よ
い
の
か
疑
問
を
感
じ
る
。

・
今
は
子
ど
も
が
親
を
介
護
す
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
保
険
料
が
高
く
な
っ
た
と

し
て
も
、
将
来
の
こ
と
を
考
え

る
と
入
れ
る
施
設
が
な
い
こ
と

は
不
安
で
あ
る
。

・
二
中
学
区
は
施
設
が
一
番
少
な

い
。
子
ど
も
が
一
番
多
い
地
域

に
子
育
て
に
必
要
な
施
設
を
整

備
す
べ
き
で
は
。

・
二
中
学
区
に
は
集
ま
れ
る
場
所

も
な
い
。
土
地
が
あ
る
と
こ
ろ

に
整
備
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

な
く
、
場
所
を
確
保
す
る
の
も

行
政
の
手
腕
で
は
な
い
か
。

・
定
住
に
は
阿
武
隈
川
の
再
生
な

ど
地
域
の
環
境
整
備
か
ら
出
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

・
子
ど
も
た
ち
が
地
元
に
戻
り
家

を
建
て
た
い
と
思
っ
て
も
土
地

が
な
く
、
大
玉
村
や
郡
山
市
へ

行
っ
て
し
ま
う
。
10
区
画
の
ミ

ニ
造
成
を
し
、
売
れ
た
ら
ま
た

新
た
に
10
区
画
造
成
す
る
と
人

口
は
増
え
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

・
定
住
増
の
土
地
問
題
に
関
し
、

民
間
企
業
へ
依
頼
す
る
の
で
は

な
く
、
土
地
は
市
で
確
保
し
、

そ
の
段
階
で
ゼ
ネ
コ
ン
や
建
築

業
者
に
依
頼
す
る
方
法
が
早
い

の
で
は
な
い
か
。

・
本
宮
市
・
大
玉
村
に
は
産
科
が

な
い
。
産
科
が
な
い
の
に
人
を

増
や
す
と
言
っ
て
い
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
。

・
草
刈
り
や
缶
拾
い
を
積
極
的
に

や
っ
て
い
る
行
政
区
に
は
補
助

を
す
る
な
ど
し
て
ほ
し
い
。

・
岩
根
小
の
校
庭
は
狭
す
ぎ
る
。

・
岩
根
幼
稚
園
前
の
通
路
を
、
除

染
を
や
っ
て
い
る
業
者
が
通
り

危
険
で
あ
る
。
園
庭
が
狭
く
小

学
校
の
校
庭
を
借
り
て
運
動
を

し
て
い
る
。

・
ま
ゆ
み
ア
リ
ー
ナ
の
駐
車
場
の

件
で
、
家
畜
市
場
の
駐
車
場
を

借
り
る
の
は
よ
い
が
、
そ
も
そ

も
家
畜
市
場
の
駐
車
場
を
最
初

か
ら
あ
て
に
し
て
い
る
の
は
間

違
っ
て
い
る
。

・
ま
ゆ
み
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
料
金

は
、
市
外
の
場
合
は
多
少
高
い

と
い
っ
て
も
、
地
元
優
先
的
な

利
用
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

・
本
宮
市
は
交
通
の
便
の
良
い
所

で
あ
る
。
大
勢
の
人
が
集
ま
れ

る
国
、
県
の
施
設
の
誘
致
を

狙
っ
て
ほ
し
い
。

・
中
央
公
民
館
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
も

と
み
や
の
駐
車
場
は
狭
い
。
五

百
川
駅
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
大

き
な
大
会
も
で
き
る
よ
う
な
施

設
を
整
備
し
、
本
当
に
へ
そ
の

ま
ち
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

白
沢
中
学
校
区

本
宮
第
二
中
学
校
区



陳
情
第
１
号

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活
を
も
と
め
る
陳
情

　

こ
の
陳
情
は
、
付
託
さ
れ
た
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
不

採
択
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
決
定
に
つ
い
て
反
対
が
あ
り
ま
し

た
。

議
案
第
４
号

本
宮
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
情
報
保
護
法
等
改
正
法
に
係
る
番
号
法
の
改
正
に
伴
う

改
正
で
す
。

議
案
第
５
号

本
宮
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

番
号
法
の
規
定
に
基
づ
く
改
正
で
す
。

不
採
択　

反
対
討
論�

渡
辺
忠
夫
議
員

　

こ
の
陳
情
は
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
今
ま
で
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
営
農
を
続
け
て
来
ら

れ
た
と
多
く
の
農
家
の
方
が
言
わ
れ
て
い
る
。
保
険
制
度
が
で

き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
も
今
ま
で
の
額
を
上
回
る
制
度
で

は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
今
、
農
家
は
新
た
な
農
業
を
目

指
し
、
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
支
援
し
、

地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

反
対
討
論�

渡
辺
忠
夫
議
員

　

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の
給
付
を
削
減
す
る
こ
と
が
政
府
、

財
界
の
最
大
の
狙
い
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の
ト
ラ
ブ

ル
や
詐
欺
が
頻
発
し
て
お
り
、
制
度
の
欠
陥
は
明
ら
か
で
あ

る
。
廃
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

反
対
討
論�

渡
辺
忠
夫
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
拡
大
は
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が

高
ま
り
、
す
べ
き
で
な
い
。

賛
成
討
論�

根
本
七
太
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
す
で
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

改
正
は
番
号
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
速
や
か
に
改
正
す
べ
き
。

賛
成
討
論�

根
本
七
太
議
員

　

個
人
番
号
を
市
独
自
に
利
用
し
、
行
政
手
続
き
の
簡
略
化
、

事
務
の
効
率
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

不
採
択　

賛
成
討
論�

山
本　

勤
議
員

　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
経
営
所
得

安
定
対
策
は
農
業
所
得
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
制
度
と
認
識

し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
の
政
策
の
転
換
に
よ
り
、
自
然
災
害

や
価
格
低
下
な
ど
農
業
者
の
経
営
努
力
だ
け
で
は
避
け
ら
れ
な

い
収
入
の
減
少
を
保
障
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
が
導
入
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
原
資
に
現
在
の
制
度
で
あ
る
経
営
所

得
安
定
対
策
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、

陳
情
者
の
意
向
を
理
解
し
つ
つ
も
、
裏
付
け
と
な
る
財
源
的
な

面
か
ら
考
え
る
と
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

本会議での討論
　３月17日の本会議で、陳情第１号の不採択と、議案第４号、第５号、第26号の３つの議案
について討論がありました。主な内容は次のとおりです。

もとみや議会だより第47号 14

討論



会　　派　　名 みらい創和会 新　　風　　会 共 志　誠　会 無　所　属

議員名

議案番号

川
名　

正
勝

渡
辺　

善
元

円
谷　

長
作

三
瓶　

幹
夫

石
橋
今
朝
夫

渡
辺
由
紀
雄

國
分　

義
之

川
名　

順
子

山
本　
　

勤

三
瓶　

裕
司

菅
野　

健
治

斎
藤　

雅
彦

渡
辺　

忠
夫

根
本　

七
太

後
藤　

省
一

橋
本　

善
壽

伊
藤　

隆
一

作
田　
　

博

国
分　

勝
広

渡
辺　

秀
雄

陳情第１号不採択 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

※○は賛成　●は反対　議長（渡辺由紀雄）は採決には加わらない
※会派名の略称は以下のとおり　共…日本共産党

これら以外の議案等は16ページのとおり全会一致で可決
されています。

議
案
第
26
号

平
成
29
年
度
本
宮
市
一
般
会
計
予
算

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
予
算
で
す
。
予
算
の

概
要
は
、
２
ペ
ー
ジ
か
ら
３
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で

す
。

反
対
討
論�

渡
辺
忠
夫
議
員

　

第
一
に
日
章
旗
は
元
々
戦
前
日
本
の
侵
略
戦
争

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
、
議
場
へ

の
取
り
付
け
は
必
要
な
い
。
第
二
に
英
国
と
の
交

流
の
目
的
が
明
確
で
は
な
く
、
沖
縄
と
の
交
流
も

基
地
問
題
が
あ
る
。
世
界
の
反
核
運
動
に
参
加
す

る
意
味
で
も
広
島
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
派

遣
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
第
三
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は

多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
行
う
べ
き
で
あ

る
。
第
四
に
農
業
振
興
は
国
の
施
策
で
は
立
ち
行

か
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
国
の
施
策
を
生
か
し
な

が
ら
行
政
も
力
を
投
入
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論�

国
分
勝
広
議
員

　

国
際
交
流
は
人
材
の
長
期
派
遣
や
留
学
な
ど
長

期
の
視
点
で
行
う
の
で
あ
れ
ば
話
は
別
だ
が
、
一

過
性
で
持
続
可
能
性
に
疑
問
が
残
る
施
策
に
は
納

得
で
き
な
い
。
経
済
的
に
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い

施
策
は
行
き
詰
る
可
能
性
が
高
い
。

賛
成
討
論�

根
本
七
太
議
員

　

日
章
旗
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
お
な
じ
み
だ

が
、
国
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
日
章
旗
を
上
げ
た

い
と
選
手
や
国
民
が
一
丸
と
な
る
姿
は
感
動
さ
え

覚
え
る
。
宗
教
の
絡
み
の
な
い
、
国
民
が
一
丸
と

な
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
国
際
交
流
は
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
が
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
を

訪
れ
た
一
連
の
流
れ
か
ら
英
国
庭
園
が
現
実
と
な

り
、
そ
れ
を
契
機
に
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
国

際
社
会
に
通
用
す
る
人
材
が
必
要
と
の
見
地
か

ら
、
英
国
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
目
的
で
、

費
用
対
効
果
は
投
資
し
て
こ
そ
表
れ
る
も
の
で
あ

り
、
子
ど
も
の
教
育
は
先
行
投
資
で
あ
る
。
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
。

３月定例会賛否一覧
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討論
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議決結果一覧表
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（専決第４号　和解及び損害賠償額の決定について） 承　　　　認

議案第３号 本宮市行政区長及び行政連絡員設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決確定

議案第４号 本宮市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定について 原案可決確定
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議案第24号 平成28年度本宮市工業用地造成事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決確定
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議案第28号 平成29年度本宮市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決確定
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一
般
質
問

一
般
質
問市

政
を
問
う

市
政
を
問
う

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
８
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
２
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
議
員
２
題
、
内
容
を
要
約
し
て
お

伝
え
し
ま
す
。

18
ペ
ー
ジ
…

■
橋
本
善
壽
議
員

・
本
宮
二
中
送
迎
車
待
機
所
の
舗
装
は

・
学
校
等
の
埋
設
土
壌
の
搬
出
は

■
斎
藤
雅
彦
議
員

・
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
取
り
組
み
は

・
英
国
庭
園
の
観
光
交
流
の
取
り
組
み
は

19
ペ
ー
ジ
…

■
渡
辺
秀
雄
議
員

・
五
百
川
跨
線
橋
修
繕
工
事
の
計
画
は

・
市
内
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
改
善
を

■
石
橋
今
朝
夫
議
員

・
県
道
の
狭
い
場
所
の
整
備
は

・
た
め
池
除
染
の
考
え
は

20
ペ
ー
ジ
…

■
円
谷
長
作
議
員

・
10
周
年
記
念
国
際
交
流
の
継
続
を

・
Ｐ
Ｒ
映
像
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を

■
根
本
七
太
議
員

・
岩
角
山
観
光
を
前
に
進
め
る
べ
き

・
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
新
年
度
の
計
画
は

21
ペ
ー
ジ
…

■
渡
辺
忠
夫
議
員

・
兼
業
農
家
中
心
の
施
策
推
進
を

・
お
産
時
の
交
通
費
を
助
成
し
て
は

■
三
瓶
幹
夫
議
員

・
道
路
敷
、
の
り
面
の
管
理
対
応
策
は

・
介
護
職
待
遇
改
善
の
考
え
は
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その他の質問
・本宮烏骨鶏に対する市の支援と今後について
・首都圏販売の実績と今年度の目標について

その他の質問
・オプジーボと増加する保険医療給付費の対応は

舗装が望まれる本宮二中の送迎車待機所

教育 ICTで活用する電子黒板

問
柔
剣
道
場
北
側
に
あ
る

送
迎
車
待
機
所
は
砂
利

で
あ
り
、
天
候
の
悪
い
時
に

で
き
た
轍
に
生
徒
た
ち
が
足

を
濡
ら
す
こ
と
が
あ
る
。
保

護
者
よ
り
舗
装
の
要
望
が
多

く
出
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ェ

ン
ス
の
支
柱
が
木
製
で
腐
食

に
よ
り
転
倒
の
恐
れ
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
早
期
対
策
が

必
要
で
は
。

答
送
迎
待
機
所
は
こ
れ
ま

で
同
様
年
２
回
の
重
機

に
よ
る
砂
利
補
充
お
よ
び
路

盤
の
整
地
を
行
っ
て
い
く

が
、
ス
ム
ー
ズ
な
出
入
り
が

で
き
る
よ
う
な
検
討
も
し
て

い
く
。
ま
た
、
フ
ェ
ン
ス
の

支
柱
は
老
朽
化
し
て
い
る
の

で
、
危
険
除
去
の
た
め
撤
去

の
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

問
昨
年
の
夏
休
み
に
幼
稚

園
と
小
学
校
の
埋
設
土

壌
の
掘
り
起
こ
し
を
完
了

し
、
11
月
ご
ろ
よ
り
残
り
の

中
学
校
と
保
育
所
の
埋
設
土

壌
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
と

し
て
い
た
が
、
掘
り
起
こ
し

は
完
了
し
た
の
か
。
ま
た
、

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
出
も

完
了
し
た
の
か
。

答
学
校
等
の
掘
り
起
こ
し

た
土
壌
の
総
量
は
１

１
，
５
４
８
袋
ほ
ど
あ
っ
た
。

仁
井
田
地
区
の
瀬
戸
川
仮
置

き
場
か
ら
の
搬
出
は
終
わ

り
、
現
在
は
白
岩
地
区
と
糠

沢
地
区
の
仮
置
き
場
か
ら
の

搬
出
作
業
中
で
あ
る
。
最
終

的
に
は
、
７
月
ご
ろ
ま
で
に

搬
出
で
き
る
と
見
て
い
る
。

■問　

本
宮
二
中
送
迎
車
待
機
所
の
舗
装
は

　

■答　

砂
利
補
充
と
路
盤
整
地
で
対
応
す
る

橋本善壽
議員

■問　

学
校
等
の
埋
設
土
壌
の
搬
出
は

　

■答　

７
月
ご
ろ
ま
で
に
搬
出
で
き
る

問
教
員
自
身
が
授
業
内
容

や
子
ど
も
の
姿
に
応
じ

て
自
在
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

な
が
ら
授
業
設
計
を
行
え
る

よ
う
整
備
し
て
、
小
・
中
学

校
の
段
階
か
ら
各
教
科
等
に

お
け
る
情
報
活
用
能
力
を
育

成
す
る
た
め
の
指
導
の
充
実

が
必
要
と
思
う
が
、
今
後
の

市
の
取
り
組
み
は
。

答
29
年
度
は
、
電
子
黒
板

を
各
校
１
台
ず
つ
、
算

数
、
数
学
科
の
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
を
小
・
中
学
校
全
校
へ

導
入
す
る
予
算
を
計
上
し

た
。
県
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

指
導
者
を
招
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
授
業
づ
く
り
の
仕

方
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催

し
、
授
業
内
容
の
充
実
に
努

め
る
。

問
商
工
会
や
商
店
と
コ
ラ

ボ
し
て
、
出
店
や
英
国

庭
園
の
お
土
産
、
グ
ッ
ズ
を

開
発
す
る
取
り
組
み
の
考
え

は
。イ
ギ
リ
ス
王
室
に
植
樹
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
、
各
学
校
に
も
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
オ
ー
ク
を
植

え
子
ど
も
た
ち
自
身
に
伝
え

て
い
く
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答
開
業
し
た
い
と
い
う
意

欲
の
あ
る
事
業
所
が
あ

れ
ば
出
店
に
つ
な
げ
た
い
。

お
土
産
や
グ
ッ
ズ
等
の
開
発

は
、
庭
園
を
運
営
す
る
中
で

考
え
た
い
。
植
樹
は
議
員
と

市
民
の
方
々
の
意
見
交
換
会

で
出
さ
れ
た
と
て
も
大
切
な

提
言
で
、
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
け
る
形
を
作
り
た
い
。

■問　

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
取
り
組
み
は

　

■答　

29
年
度
か
ら
年
次
計
画
に
よ
り
整
備

斎藤雅彦
議員

■問　

英
国
庭
園
の
観
光
交
流
の
取
り
組
み
は

　

■答　

ま
ず
は
体
制
づ
く
り
が
最
重
要
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その他の質問
・放射性廃棄物の仮設焼却施設について
・仮置場からの搬出と焼却について

その他の質問
・南達２市村の将来を見据えた取り組みは
・認定農業者を増加させる施策とは狭く危険な主要地方道

特殊な形態であり危険な五百川跨線橋

問
福
島
の
へ
そ
の
ま
ち
で

あ
り
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
環
境
づ

く
り
の
た
め
主
要
地
方
道
飯

野
・
三
春
・
石
川
線
の
狭
い

場
所
の
整
備
と
地
域
懇
談
会

で
何
度
か
お
願
い
し
て
い
る

二
本
松
・
三
春
線
に
つ
い
て

現
状
を
把
握
し
積
極
的
な
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
飯
野
・
三
春
・
石
川
線

の
研
石
地
区
の
局
部
改

良
が
平
成
28
年
度
に
契
約
さ

れ
た
。
危
険
箇
所
は
認
識
し

て
お
り
、
一
刻
も
早
く
改
良

す
る
よ
う
継
続
し
て
要
望
し

て
い
く
。
二
本
松
・
三
春
線

の
狭
い
場
所
等
も
認
識
し
て

お
り
、
事
業
採
択
を
目
指
し

て
要
望
活
動
を
続
け
る
。

問
土
地
改
良
区
や
県
営
た

め
池
の
改
修
費
は
公
共

性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
全
額

補
助
さ
れ
る
が
、
農
家
で
構

成
す
る
水
利
組
合
の
た
め
池

は
３
割
補
助
で
あ
る
。
米
価

下
落
で
改
修
が
進
ま
ず
、
行

政
の
力
で
行
っ
て
ほ
し
い
が

考
え
は
。
ま
た
、
本
市
で
の

た
め
池
除
染
の
考
え
は
。

答
今
ま
で
通
り
市
単
独
事

業
の
農
業
基
盤
の
整
備

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
事
業

費
の
３
割
以
内
で
支
援
す
る
制

度
の
活
用
を
願
う
。
た
め
池
除

染
は
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金

事
業
を
活
用
し
池
の
底
の
土
砂

が
８
千
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
31

カ
所
に
つ
い
て
31
年
以
降
に
対

策
工
事
を
行
う
。

■問　

県
道
の
狭
い
場
所
の
整
備
は

　

■答　

整
備
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る

石橋今朝夫
議員

■問　

た
め
池
除
染
の
考
え
は

　

■答　

31
年
以
降
に
対
策
工
事
を
行
う

問
新
年
度
か
ら
３
カ
年
の

継
続
事
業
で
修
繕
工
事

を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

の
跨
線
橋
は
、
幅
が
狭
い

上
、
平
面
交
差
の
踏
切
が
続

い
て
い
て
、
通
学
路
で
も
あ

り
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
よ

う
な
工
事
方
法
を
検
討
し
た

の
か
。

答
こ
の
跨
線
橋
は
上
り
線

に
か
か
っ
て
お
り
、
下

り
線
は
平
面
交
差
で
か
な
り

特
殊
な
形
態
を
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
後
基
準
が
変

わ
り
、
改
良
工
事
は
現
在
の

位
置
で
行
う
の
が
良
い
の
か

問
題
が
あ
り
、
ま
ず
修
繕
工

事
に
よ
り
当
面
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

問
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
の
利
用
者
が
増
加
傾

向
に
あ
る
な
か
、
市
外
利
用

者
の
割
合
が
７
割
を
超
え
る

ほ
ど
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
市
内
の
利
用
者

が
施
設
が
満
杯
で
利
用
で
き

な
い
時
が
あ
る
と
聞
く
が
、

改
善
策
の
検
討
を
す
べ
き
で

は
。

答
屋
外
あ
そ
び
場
と
合
わ

せ
る
と
年
間
約
10
万
人

の
利
用
が
あ
る
。
今
後
英
国

庭
園
が
で
き
、
ま
す
ま
す
市

内
の
利
用
者
が
利
用
で
き
な

い
状
況
が
増
え
て
き
た
時
に

は
、
有
料
化
も
含
め
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

■問　

五
百
川
跨
線
橋
修
繕
工
事
の
計
画
は

　

■答　

当
面
修
繕
工
事
で
安
全
を
確
保
し
た
い

渡辺秀雄
議員

■問　

市
内
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
改
善
を

　

■答　

今
後
の
状
況
に
よ
り
検
討
し
た
い
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その他の質問
・土地、建物、市有財産の活用について
・各種施設の利用状況と利用促進について

その他の質問
・本市東京事務所創設について

PR映像の活用で本市のアピールを

震災復興本市観光資源那智観音堂

問
震
災
前
の
時
点
で
、
１

１
０
万
人
超
（
約
１
％
）

の
日
本
国
民
が
、
海
外
で
勉

学
、
企
業
戦
士
な
ど
で
生
活

を
し
て
い
る
。
本
市
に
置
き

換
え
る
と
市
民
の
３
０
０
人

が
海
外
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
で

あ
り
、
小
中
学
生
の
国
際
交

流
は
継
続
す
べ
き
で
は
。

答
国
際
交
流
は
初
め
て
の

こ
と
だ
が
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
王
子
の
ご
来
市
も
あ
り
、

ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
福
島
庭
園

と
本
市
に
建
設
す
る
英
国
庭

園
の
姉
妹
公
園
を
考
え
て
い

る
。
交
流
は
中
学
生
が
２
、

３
年
に
１
回
な
ど
過
度
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
、
長
く
続

け
て
い
き
た
い
。

問
ま
ゆ
み
ア
リ
ー
ナ
が

オ
ー
プ
ン
し
、
春
に
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
秋
に
は

英
国
庭
園
が
完
成
す
る
。

カ
ー
ド
型
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
収
録
さ

れ
、
県
内
市
町
村
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
特
選
に
選
出
さ
れ

た
映
像
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
図
り
、
市
の
魅
力
発
信

に
努
め
る
べ
き
で
は
。

答
現
在
の
Ｐ
Ｒ
映
像
に
英

語
で
の
紹
介
を
入
れ
た

も
の
を
作
成
中
で
あ
る
。
そ

の
中
で
ま
ゆ
み
ア
リ
ー
ナ
等

は
パ
ー
ス
等
で
紹
介
し
た
が
、

現
在
多
く
の
方
に
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時

期
等
も
含
め
検
討
し
た
い
。

■問　

10
周
年
記
念
国
際
交
流
の
継
続
を

　

■答　

ロ
ン
ド
ン
福
島
庭
園
と
姉
妹
庭
園
に

円谷長作
議員

■問　

Ｐ
Ｒ
映
像
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を

　

■答　

時
期
等
も
含
め
検
討
し
た
い

問
駅
舎
を
核
と
し
た
観
光

資
源
の
活
用
で
、
誘

客
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、

地
域
経
済
に
潤
い
を
与
え
、

観
光
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
岩
角
山
観
光
協
会
や
関

係
者
と
話
し
合
い
、
前
に
進

め
る
時
期
が
到
来
し
て
い
る

の
で
は
と
思
う
が
、
市
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
本
宮
駅
は
年
間
１
３
０

万
人
の
利
用
が
あ
る
。

市
の
観
光
協
会
と
岩
角
山
観

光
協
会
と
話
し
合
い
、
岩
角

山
の
魅
力
を
い
か
に
発
信
で

き
る
か
知
恵
を
出
す
時
が
来

て
お
り
、
土
台
は
整
っ
た
と

思
う
。
事
務
方
か
ら
詰
め
て

い
き
な
が
ら
良
い
形
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
２
回

開
催
さ
れ
、
効
果
も
大

き
い
と
聞
く
が
内
容
は
。
未

婚
者
の
期
待
も
大
き
い
が
新

年
度
の
計
画
は
。
婚
活
に
参

加
で
き
な
い
人
も
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
方
に
は
仲
人
経

験
者
に
協
力
を
し
て
も
ら

い
、
組
織
を
つ
く
り
支
援
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答
初
回
と
２
回
目
で
合
わ

せ
て
30
人
が
参
加
し
、

13
組
が
成
立
し
た
。
新
年
度

は
さ
ら
に
１
回
増
や
し
た

い
。
情
報
提
供
も
含
め
、
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
が
効
果
的

で
最
良
か
、
今
後
の
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

■問　

岩
角
山
観
光
を
前
に
進
め
る
べ
き

　

■答　

魅
力
発
信
に
知
恵
を
出
す
時
で
あ
る

根本七太
議員

■問　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
新
年
度
の
計
画
は

　

■答　

さ
ら
に
１
回
増
や
し
た
い
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その他の質問
・不法投棄防止について看板設置の効果は

その他の質問
・お産のできる病院対策を
・学校給食費の無料化を適切な道路維持管理を

本市の実情に合った農業支援を

問
市
民
と
の
意
見
交
換
会

で
の
こ
と
で
あ
る
。
雑

木
竹
等
が
繁
茂
し
危
険
を
伴

い
、
交
通
安
全
に
支
障
を
来

し
て
い
る
と
の
市
民
の
声
が

あ
る
。
道
路
敷
、
の
り
面
の

管
理
対
応
策
は
。

答
地
域
懇
談
会
等
で
同
様

の
要
望
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
原
因
が
市

有
地
の
場
合
、
当
然
市
と
し

て
管
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
原
因
が
民
有
地

の
場
合
は
土
地
の
所
有
者
に

お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

問
高
齢
化
が
進
み
介
護
の

必
要
な
人
が
増
え
て
い

る
一
方
、
介
護
職
確
保
が
追

い
付
か
ず
現
場
で
は
人
手
不

足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
い
か
に

働
き
や
す
い
仕
事
に
し
て
い

く
か
、
現
場
に
携
わ
る
人
た

ち
の
願
い
は
切
実
で
あ
る
。

待
遇
改
善
の
考
え
は
。

答
介
護
福
祉
機
器
の
導
入

支
援
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
支
援
な
ど
現
在
の
介

護
環
境
整
備
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
資
格
を
持

ち
な
が
ら
介
護
や
福
祉
の
仕

事
を
し
て
い
な
い
人
や
離
職

し
て
し
ま
っ
た
人
に
対
し
て

は
、
再
就
職
支
援
、
研
修
を

設
け
る
な
ど
し
て
い
る
。

■問　

道
路
敷
、
の
り
面
の
管
理
対
応
策
は

　

■答　

市
有
地
の
場
合
は
市
で
管
理
し
た
い

三瓶幹夫
議員

■問　

介
護
職
待
遇
改
善
の
考
え
は

　

■答　

介
護
環
境
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

問
今
、
国
の
農
政
は
大
型

化
・
集
約
化
が
中
心
で
、

こ
れ
で
は
農
業
は
衰
退
し
て

し
ま
う
。
本
市
の
農
業
の
中

心
は
兼
業
で
あ
る
。
兼
業
農

家
中
心
の
施
策
を
推
進
す
る

と
い
う
方
向
に
太
い
柱
を
据

え
付
け
、
独
自
施
策
の
展
開

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
見
解
は
。

答
本
市
は
立
地
企
業
も
多

く
、
働
く
環
境
も
整
っ

て
お
り
、
第
二
種
兼
業
農
家

は
販
売
農
家
の
約
８
割
を
占

め
て
い
る
。
国
で
は
規
模
拡

大
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
市

が
行
う
べ
き
農
業
支
援
は
、

規
模
や
兼
業
、
専
業
に
よ
ら

ず
同
じ
よ
う
な
支
援
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
お
産
を
す
る
方
は
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
一
人
で

タ
ク
シ
ー
や
交
通
機
関
な
ど

を
利
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
も
い
る
と
思

う
。
交
通
費
の
助
成
な
ど
が

必
要
と
思
う
が
、
考
え
は
。

答
県
内
他
市
で
は
１
市

が
、
出
産
時
に
タ
ク

シ
ー
利
用
１
回
分
ま
た
は
ガ

ソ
リ
ン
２
千
円
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
聞

き
取
り
や
他
市
の
状
況
な
ど

を
調
査
し
、
各
種
助
成
と
の

兼
ね
合
い
も
含
め
総
合
的
な

判
断
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

の
課
題
と
し
て
捉
え
た
い
。

■問　

兼
業
農
家
中
心
の
施
策
推
進
を

　

■答　

兼
業
、
専
業
に
よ
ら
ず
同
じ
く
考
え
る

渡辺忠夫
議員

■問　

お
産
時
の
交
通
費
を
助
成
し
て
は

　

■答　

今
後
の
課
題
と
し
て
捉
え
た
い



中
学
校
で
の
活
躍
を

　
　
期
待
し
て
い
ま
す
！
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声
　岩根小学校６年生の46名が傍聴
に来てくれました。児童たちは緊
張した表情で一般質問に耳を傾け
ていました。今回はその中から２
名の方に傍聴の感想を寄せてもら
いました。

　
「
桃
花
春
風
に
笑
む
」
初
春

の
候
と
な
り
ま
し
た
。
本
宮

市
３
月
議
会
は
、
市
の
皆
様

の
納
め
る
税
金
や
地
方
交
付

税
交
付
金
等
を
原
資
と
し
た

お
金
を
、
市
長
が
そ
の
使
い

方
を
予
算
化
し
て
議
会
に
提

出
を
し
ま
す
。
議
会
と
し
て

は
そ
の
予
算
の
中
身
が
市
民

の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

の
か
、
使
用
方
法
が
妥
当
な

の
か
等
の
観
点
か
ら
審
査
を

し
決
定
す
る
た
め
、
予
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

４
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
し

ま
し
た
。
質
疑
を
通
じ
て
予

算
に
賛
成
す
る
の
か
、
修
正

す
る
の
か
、
反
対
す
る
の
か

を
決
定
す
る
議
会
と
し
て
大

事
な
仕
事
な
の
で
す
。
今
回

は
新
し
い
議
員
の
発
言
が
い

つ
も
よ
り
多
い
と
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。�

（
国
分
）

次回６月定例議会は
６月６日に開会予定です。
請願・陳情の締め切りは
５月25日（16時まで）です。

※なお、正式な日程は議会運営
委員会で決定します。
　問い合わせ　TEL�24－5435

TEL（
０
２
４
３
）
24
―
５
４
３
５

FAX（
０
２
４
３
）
34
―
５
５
６
７
　
　
　
　
〈再
生
紙
使
用
〉

発
行
　
本
宮
市
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　〒
969
―
1192
　
福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
万
世
２
１
２
　

編
集
　
広
報
特
別
委
員
会

発
行
責
任
者

　
　

議　
　

長　

渡
辺
由
紀
雄

広
報
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　

菅
野　

健
治

　
　

副
委
員
長　

橋
本　

善
壽

　
　

委　
　

員　

斎
藤　

雅
彦

　
　

委　
　

員　

石
橋
今
朝
夫

　
　

委　
　

員　

三
瓶　

幹
夫

　
　

委　
　

員　

山
本　
　

勤

　
　

委　
　

員　

国
分　

勝
広

　
　

委　
　

員　

渡
辺　

秀
雄

市議会を傍聴しました。
　　（岩根小学校６年生の皆さん）

あ　

と　

が　

き

　

３
月
７
日
に
、
ぼ
く
た
ち
は
市
議

会
見
学
を
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
市

議
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
少
し
堅
い
雰

囲
気
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市

議
会
で
は
笑
顔
で
話
す
場
面
が
あ
っ

て
和
や
か
な
場
面
も
あ
る
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

議
会
で
話
し
合
わ
れ
て
い
た
内
容

は
、
観
光
へ
の
取
り
組
み
や
婚
活
の

検
証
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

や
、
東
京
に
事
務
所
を
つ
く
る
こ
と

に
つ
い
て
で
し
た
。
最
初
は
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
難
し
い
言
葉

が
続
い
て
く
る
と
、
話
し
合
い
の
内

容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
ぼ
ん
や
り
と
話

を
聞
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
熱
く
討

論
し
て
い
た
議
員
の
方
や
市
長
さ
ん

な
ど
の
方
々
に
本
当
に
申
し
訳
な
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
議
会
に
出
席

し
て
い
た
方
た
ち
は
、
市
民
の
生
活

を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
が
、
一
番
よ
く
伝
わ
り

ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫

が
さ
れ
て
い
て
、
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
ぼ
く
も
こ
ん
な
仕
事
を
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

山
口　

聖
司　

さ
ん

　

私
は
、
今
回
の
議
会
見
学
を
通
し

て
、
市
民
の
代
表
と
し
て
市
を
発
展

さ
せ
、
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
難
し
く
、
そ
し
て
誇

れ
る
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

本
宮
を
よ
り
市
民
の
願
い
や
思
い

に
近
づ
け
た
、
明
る
く
豊
か
な
市
に

す
る
た
め
に
は
、
こ
の
議
会
で
話
し

合
い
、
実
行
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
市
の
代
表
、
議
員
の

人
た
ち
は
、
市
の
未
来
を
考
え
、
想

像
し
、
市
民
の
生
活
や
市
が
幸
せ
に

な
る
よ
う
に
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

市
の
未
来
や
市
民
の
幸
せ
、
こ
れ
ら

を
せ
お
う
の
は
私
た
ち
市
民
一
人
一

人
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て

そ
ん
な
私
た
ち
の
代
表
を
務
め
る
か

ら
こ
そ
、
難
し
く
も
誇
れ
る
こ
と
な

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
に
は
難
し

い
言
葉
ば
か
り
で
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
少
し
で
も
住
み
よ

く
豊
か
な
本
宮
に
し
よ
う
と
話
し

合
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
分
か
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
、
市
の
未
来
に
つ
い
て

関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
意
見
を
出

す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

�

佐
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さ
ん


